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資料1植物出現種一覧

注）種名・種の配列は原則的に次の文献によった。
・シダ植物：田川基二，1959,原色日本羊歯植物図鑑
･裸子･被子植物：大井次三郎，1978，日本植物誌顕花篇

前回調査：昭和60.61年度(1985～1986年）

今回調査平成2．3年度(1990～1991年）

分
(門

ｊ

類
綱 科 名 和 名

調査
前回 今回

調査
備 考

シダ植物 イワヒバ科 クラマゴケ

カタヒバ

イワヒバ

コンテリクラマゴケ
スギナ
トクサ

イヌドクサ

フユノハナワラビ
オオハナワラビ
コハナヤスリ

ゼンマイ
ヤマドリゼンマイ
カニクサ

ヮラビ

オオバノイノモトソウ

イノモトソウ
イワガネソウ

タチシノブ

タマシダ
クサソテツ

コウヤワラビ

ジュウモンジシダ
オニヤブソテツ
ヤブソテツ
リョウメンシダ
ナライシダ
クマワラビ

ヤマイタチシダ
ベニシダ

ゲジゲジシダ
ヒメワラビ

ヘビノネゴザ
ヤマイヌワラビ

イヌワラビ

シケシダ
ホソバシケシダ
ノキシノブ
マメヅタ

ソテツ

イチョウ
カヤ

イチイ

キヤラボク

イヌマキ

ラカンマキ

ナギ

イヌガヤ
モミ

コメツガ

トウヒ

ドイツトウヒ
カラマツ

ヒマラヤスギ
ヒメコマツ(ｺﾞﾖｳﾏﾂ）

植栽種
植栽種
植栽種
帰化種
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トクサ科

植栽種

ハナワラビ科

ハナヤスリ科
ゼンマイ科

植栽種
フサシダ科
イノモトソウ科

植栽種
オシダ科

ウラボシ科

關子植物 ソテツ科

イチョウ科
イチイ科
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植栽種
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植栽種
植栽種

マキ科

イヌガヤ科
マツ科

植栽種
植栽種
植栽種
植栽種
植栽種
植栽種
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ウツクシマツ

アカマツ

クロマツ

匹奉ニーコ
グ才~牙下ラマツ
コウヤマキ
コウヨウザン

メタセコイア

ラクウショウ

スギ
コノテガシワ

アスナロ

ニオイヒバ

ヒノキ
チヤボヒバ

サワラ

ヒヨクヒバ

ヒムロ

ハイネズ
オオゴンサワラ

ネズ(ﾈｽｰﾐｻｼ）
イブキ(ｶﾏｸﾗﾋｰｬｸｼﾝ）
ハイビャクシン

カイヅカイブキ

タチビヤクシン

タマイブキ

ヒメガマ
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スギ科
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ロ画■■被子植物

軍手棄稲初 ミクリ
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へラオモダカ

オモダカ

クワイ

オオカナダモ

ナリヒラダケ

モウソウチク

ハチク

クロチク

マダケ

ホテイチク

オカメザサ

カンザンチク

ミヤマベニシダ

メダケ
アヌマ束ザサ
ミヤコザサ

クマザサ

ヤダケ

スズメノテッポウ

オオアワガエ'ノ

アワガエリ

クロコヌカグサ

コヌカグサ

ヒエガエリ

ノガリヤス

カラスムギ
カニツリグサ

コメススキ

クサヨシ

カナリークサヨシ
八ルガヤ
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~帰花種●シバムギ
カモジグサ

コムギ
スズメノチヤヒキ

イヌムギ

カモガヤ

ウシノケグサ

オオヒメワラピ

トボシガラ
スズメノカタピラ
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●
｜
●

イチゴツナギ
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ナガハグサ ●

ミチシバ

マコモ ｜ ●
ササクサ ●

ヨシ ●

コバンソウ ●
カゼクサ ●

ニワホコリ ●

……ヤ ●
オヒシバ ●

ギョウギシバ ●

オヒゲシバ

ネズミノオ

束ﾇﾐｰ万〒 ●
シバ ●

コウライシバ

オニシバ ●

トダシバ ●

チカラシバ ●

イヌアワ

アワ

エノコログサ ｜ ●
ムラサキエノコログサ ｜ ●
アキノエノコログサ ●

キンエノコロ ●

ヌカキビ ●

オオクサキビ ●

キビ
コメヒシバ ●

メヒシバ

アキメヒシバ ●

シマスズメノヒエ ●

スズメノヒエ ●

ナルコビエ

~掃花種
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イヌビエ

チゴザサ

アブラススキ

チガヤ

オギ

ススキ

ヒメアシボソ

アシボソ
セイバンモロコシ

コブナグサ

｜オガルカヤ
｜メガルカヤ
｜ウシノシッペイ

●
｜
●●｜●

●●
｜
●

~帰花種

●
｜
●
｜
●
｜
●
｜
●

●｜●｜●
●
｜
●

次ページ'、

-141-

［



＝
ヲ三ヌヲー
ネヌ言~云竿
ホソムギ

カヤツリグサ科 ヒメクグ
イガカヤツリ

アゼガヤツリ

ハマスゲ

ヌマガヤツリ

コゴメガヤツリ

カヤツリグサ
チヤガヤツリ

ヒラボガヤツ'ノ
クグガヤツリ

タマガヤツリ

ヒナガヤツリ

アオガヤツリ

シロガヤツリ

フトイ

クグテンツキ

ミコシガヤ

マスクサ

ヤブスゲ
カワラスゲ

アゼスゲ

｜テキリスゲ
｜ナルコスゲ
コカンスゲ

アオスゲ
ヒメカンスゲ

カンスゲ

｜タガネソウ
ヒゴクサ

ナキリスゲ

カサスゲ

ヤシ科 シユロ

トウジュロ

シュロチク

サトイモ科 カラスビシヤク

ウラシマソウ
アオマムシグサ

マムシグサ

ヒメカイウ

オランダカイウ

ザゼンソウ

ショウブ
セキショウ

アリスガワセキシヨウ

ウキクサ科 ウキクサ

アオウキクサ

ツユクサ科 ヤブミョウガ

ツユクサ

オオボウシバナ

砺雨雨
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－|イポクサ

｜ノハカタカラクサ
｜ムラサキツユクサ

庫|ヨチ
｜スズメノヤリ
｜クサイ
｜イ
｜ホソイ
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イグサ科
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唖雨ショウジョゥバカマ

ジョウロウホト下竿ス
｜ホトトギス

｜ヤマジノホトトギス
｜ヤマホトトギス
｜タチギボウシ
｜スジギボウシ
オオバ竿飛ウシ
ノカンゾウ
ヤブカンゾウ
ニラ

ノビル

ウバユリ
スカシユリ

コオニユリ

カノコユリ

オニユリ

ヤマユリ

｜テッボウユリ
｜カタクリ
｜アマナ
オオアマナ

｜バィモ
｜ツルポ
オランダキジカクシ(ｱｽﾊﾞﾗｶ"ｽ）
タチテンモンドウ

キジカクシ
アマドコロ

ナルコユリ

ワニグチソウ

マイヅルソウ

ホウチヤクソウ

チゴユ1ノ

オオチゴユリ

キチジョウソウ

スズラン(ｷﾐｶｹﾞｿｳ）
｜ドイツスズラン

｜ハラン
｜オモト
ツクバネソウ

エンレイソウ
ヒメヤブラン

コヤブラン

ヤブラン

ノシラン

オオバジヤノヒゲ

ージヤーノヒゲ

シオデ

｜サルトリイバラ
｜ヤマカシュウ
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｜
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ナ ●

●ハナニラ

キミガヨラン(ﾕｯｶ）
アツバキミガヨラン

イトラン
ヒアシンス

リュウゼツラン

ハマオモト

シロバナマンジユシャゲ
ヒガンバナ
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ヒガンバナ科
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キツネノカミソリ

チーワズイセン
スイセン

タマスダレ

スノードロップ
スノーフレーク

ヤマノイモ

タチドコロ

オニドコロ(ﾄｺﾛ）
ヒメドコロ

カエデドコロ

キクバドコロ

シャガ

ヒオウギアヤメ

カキツバタ

アヤメ

ハナショウブ

キショウブ

アイリス

ジャーマンアイリス

ヒメヒオウギズイセン
ヒオウギ
三下うでギショゥ
バショウ

ミョウガ

ショウガ

クマガイソウ

キンラン

卒ンラン
ネジバナ

シラン

エビネ

シュンラン

ハンゲショウ

ドクダミ

センリョウ

ヒトリシズカ

フタリシズカ

セイヨウハコヤナギ(ﾎﾞﾌﾟﾗ）
アカメヤナギ
ウンリュウ辛子竿
シダレヤナギ

マルバヤナギ
ヤマモモ

オニグルミ

シナサワグルミ
ペカン

イヌシデ
アカシデ
クマシデ

ハシバミ

シラカンバ

ハンノキ

イヌブナ
アカガシ

●
一
●
｜
｜
●
一
一
一
●
｜
●
一
●
一
●
｜
｜
●
一
●

●
｜
●
｜
●
一
●
｜
●
｜
●
一
●
一
●
一
●
｜
●
｜
●
一
●
｜
●
一
●
｜
●

I
》蔀函函評癌嘩函羅施琿癌砺睡砺癖函癌霊

ヤマノイモ科
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●被子植物

双字葉植斬
離弄7EW

ドクダミ科

センリョウ科 ●
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｜
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｜
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クルミ科
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カバノキ科
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ニレ準

クワ龍

イラクサ科

コナラ

ﾄラガシワ

カシワ

ﾌヌギ

クリ

ツブラジイ(ｺｼｰｲ）
スダジイ

マテバシイ

アキニレ

、ルニレ
" ~B" 一

Eノキ

ムクノキ

ﾌワクサ
Fマグワ

アワ

コウゾ(ﾋﾒｺｳｿｰ）
ツルコウゾ
ヒメイタビ

ｲチジク

カナムグラ

ムカゴイラクサ

アオミズ

ミズ

カテンソウ

フワバミソウ

カラムシ

クサマオ

コアカソ

アカソ

オニヤブマオ

●
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帰花種一シヤクチリソバ

ヒメツルソバ

シロアカザ(ｼﾛｻｰ）
アカザ

コアカザ

ケアリタソウ

アリタソウ(ｱﾒﾘｶｱﾘﾀｿｳ）
アオゲイトウ
ハス

ホソアオゲイトウ
ハリビユ

ハゲイトウ

ホナガイヌビユ
イヌビユ

ケイトウ

ヒカゲイノコズチ
ヒナタイノコズチ

ヤマゴボウ
ヨウシュヤマゴボウ
オシロイバナ

ザクロソウ

スベリヒユ

マツバボタン

ハゼラン

ツメクサ

ノミノツヅリ

オランダミミナグサ

ミミナグサ

ウシハコベ
コノ、コベ

ミドリハコベ

ノミノフスマ

カワラナデシコ

ナンバンハコベ

フシグロセンノウ

スイセンノウ

ムシトリナデシコ

コウホネ

ヒツジグサ

ヒメスイレン

スイレン

マツモ

カツラ

テッセン

ボタンヅル

センニンソウ

ミスミソウ

アズマイチゲ
イチリンソウ

ニリンソウ

シユウメイギク
タガラシ

ウマノアシガタ

キツネノボタン
トゲミノキツネノボタン

フクジュソウ

アキカラマツ

カラマツソウ

牙アマキ
ヒメウズ
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アカザ科

ヒユ科

ヤマゴボウ科

オシロイバナ科
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トリカブト

レンゲショウマ

サラシナショウマ

イヌショウマ

｜クリスマスローズ

｜セリバオウレン
キンバイソウ

｜リユウキンカ
シャクヤク

ボタン

セリバヒエンソウ
アケビ科 アケビ

ミツバアケビ
ムベ

ヌー竿秤 ヒロハノヘビノボラズ
メギ

ナンテン

イカリソウ

｜トキワイカリソウ
｜ヒイラギナンテン
｜ホソバヒイラギナンテン

ツヅラフジ科 ｜ツヅラフジ(ｵｵﾂﾂｰﾗｦｱ丁
アオツヅラフジ

モクレン科 ｜オガタマノキ
タイサンボク

ホオノキ

｜コブシ
モクレン(ｼﾓｸﾚﾝ）
ハクモクレン

｜シキミ
｜サネカズラ(ﾋｰﾅﾝｶｽﾞﾗ）
ユリノキ

ロウバイ科 ロウバイ

アケビガギ(ポポ･-/ｷ）
クスノキ科 ｜クスノキ

ヤブニッケイ

ニッケイ

タブノキ
クロモジ

アブラチャン

シロダモ

イヌガシ

｜ゲッケイジュ

ケシ科 ナガミヒナゲシ

クサノオウ
’ヤマブキソウ

タケニグサ
ムラサキケマン

ミヤマキケマン

キケマン

フウチョウソウ科|セイヨウフウチョウソウ
｜フウチョウソウ

アヲラチ科 ｜マメグンバイナズナ
ヒメグンバイナズナ

グンバイナズナ
タネツケバナ

｜カキネガラシ
｜イヌカキネガラシ
｜ミチバタガラシ
｜イヌガラシ
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二二 ナズナ

イヌナズナ

ハタザオ

アブラナ

セィヨゥァヲラチ〔ｱｱｦﾁ戸
セイヨウカラシナ

ショカッサイ
ノハラガラシ

ベンケイソウ
キリンソウ

オノマンネングサ

ツルマンネングサ

タイトゴメ

メノマンネングサ

コモチマンネングサ

タコノアシ

メキシコマンネングサ

チダケサシ
ユキノシタ

ノリウツギ

タマアジサイ

アジサイ

アマチャ

ガクアジサイ

バイカウツギ

ウツギ

ヒメウツギ

マルバウツギ

ヒマラヤユキノシタ

トベラ

スズカケノキ
モミジバヌズカケノキ
アメリカスズカケノキ
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トサミズキ
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フウロソウ準

カタバミ科

ミカン科

ニガキポ

センダン科

アヮゴケ準

ツゲ科

ウルシ串

タンキリマメ

『ブツルアズキ

ノササゲ
クズ

ツルマメ

『ブマメ

コマツナギ
フジ

､リエンジユ(ﾆｾｱｶｼｱ）
トゲナシニセアカシア
､ナエンジユ

ミヤコグサ

7rンゲ
ムラサキツメクサ

シロツメクサ

ムラサキウマゴヤシ
コメツブウマゴヤシ

ウマゴヤシ

Eニシダ

イタチハギ

、ナズオウ

デンノショウコ

アメリカフウロ

ミヤマカタバミ

アカカタバミ

ウスアカカタバミ

イモカタバミ

､ナカタバミ

ムラサキカタバミ

ナンショウ

アサクラザンショウ

ｲヌザンショウ

カラスザンショウ

コクサギ
ツルシキミ

ミカン

ワンシュワミカン

トツミカン

ｴズ

ﾌイダイ

カラタチ

ニガキ

ニワウルシ

センダン

トウダイグサポ ユズリハ

コミカンソウ

ヒトツバハギ

にノキグサ

アカメガシワ

オオニシキソウ

ニシキソウ

､イニシキソウ

コニシキソウ
タカトウダイ

ﾄツトウダイ

アワゴケ
フッキソウ

ツゲ

フサツゲ

ツタウルシ
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爾癖｜ハゼ
｜ウルシ
ヤマハゼ

ヤマウルシ

ヌルデ

｜モチノキ科 アオハダ
ウメモドキ
イヌツゲ

｜ソョゴ

｜クロガネモチ
モチノキ

タラヨウ

ニシキギ科 ツルウメモドキ
ニシキギ
コマユミ

マサキ

ツルマサキ
マユミ

ツリバナ

ミツバウツギ科 ミツバウツギ

ゴンズイ
カエデ科 コハウチワカエデ

ハウチワカエデ

オオイタヤメイゲツ
イロハモミジ

オオモミジ

ヤマモミジ

イタヤカエデ

ハナノキ

メグスリノキ

トネリコバノカエデ
トウカエデ

トチノキ科 トチノキ
マロニエ(ｳﾏｸｰﾘ）

ムクロジ科 ムクロジ

モクゲンジ
フウセンカズラ

アワブキ

ツリフネソウ科 キツリフネ
ホウセンカ

クロウメモドキ科ナツメ

クマヤナギ
ブドウ科 ヤマブドウ

エビヅル

ノブドウ
ツタ

ヤブカラシ

シナノキ科 カラスノゴマ

…ユ
シナノキ

アオイ科 ムクゲ
フヨウ

アメリカフヨウ

タチアオイ

｜ゼニアオイ
｜ゼニバァオイ
トロロアオイ

アオギリ科 アオギリ

｜キウイ
ツバキ科 ｜チヤノキ
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ヤブツバキ

サザンカ

オトメツバキ

カンツバキ

｜ナツツバキ
モッコク

サカキ

ヒサカキ

ハマヒサカキ

オトギリソウ科 ビヨウヤナギ
キンシバイ

ヒメオトギリ

コケオトギリ

オトギリソウ
シナノオトギリ

スミレ科 ヒゴスミレ
エイザンスミレ
マルバスミレ

スミレサイシン

ナガバノスミレサイシン
シロバナスミレ

スミレ

コスミレ

ヒカゲスミレ

フモトスミレ

シハイスミレ

タチツボスミレ

ニオイタチツボスミレ

ツボスミレ

ニオイスミレ

フ7~ﾌ7~辛了〕~科 イイギリ
キブシ科 キブシ

シュウカイドウ科|シュウカイドウ
ジンチョウゲ科｜ジンチョウゲ

オニシバリ

ミツマタ

グーミー科 ツルグミ
｜ナワシログミ
｜アキグミ
ナツグミ

トウグミ

ミソハギ科 サルスベリ
ミソハギ

フトモモ科 ブラシノキ
雷…囚■■ ザクロ

アカバナ科 ミズタマソウ

｜チョウジタデ
｜マツヨイグサ
コマツヨイグサ
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資料2－1 高等植物の地点別出現状況（地点1～10)

注l)前回：前回調査昭和60．61年度(1985～86年）

今回：今回調査平成2．3年度(1990～91年）

層：階層

被：被度

注2）総出現地点数および出現頻度は，今回調査の結果である。

注3）なお，この表は現地調査票に基づいて作成したものである。
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資料2－2高等植物の地点別出現状況（地点54.11～19'）

注1）前回：前回調査昭和60．61年度(1985～86年）

今回：今回調査平成2．3年度(1990～91年）

層：階層

被：被度

注2）総出現地点数および出現頻度は，今回調査の結果である。

注3）なお，この表は現地調査票に基づいて作成したものである。
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ーザクロ

ーザワーローワ下ラ
ー守でンソウ
~ﾜ牙亨
シオン

ワ手言
ﾜ万ラヲ

シソ
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万一厩~F

1

Ⅲ
Ｍ
邸

肥
Ａ
ｉ
邸

l3

U

邸

Ｍ
１
旦
叫

胴
玉
川
上
水

恥
大
蔵
省
グ
ラ
ン
ド

Ⅳ
浴
風
園

肥
三
井
グ
ラ
ン
ド
南
側

出
現
頻
度
り
く

出
現
地
点
数

u､『
Ｉ

種 名

鱸;騰儲賑勝騰農鵬鰡誉農詣農鯛鼠

回
硬

僚農
シタレワメ

ラヲF〒チー
ジデヲ〒ワー

ジチヲFヌヌヌー万ヤ
シナノキ

ワチわう平百~声
シハイスミレ

シバ

２
－
Ⅱ
了
ヱ
４
’
９
｜
肘
一
辺
４
’
２
亙
９
工
２
亙
６
’
６
ヱ
Ⅱ
｜
賜
亙
４
而
一
４
亙
一
聰
一
２
’
４
亙
坐
Ⅱ
’
４
互
２
’
２
互
２
－
里
旦
９
’
４
了
工
２
江
Ⅳ
’

シバムキ

シマスズメノヒエ

シモツケ

シモツケソウ

シャク

シャクチリソバ

シャリンバイ

シュウカイドウ

シュウメイギク

シュロ

シュロチク

シュンラン

ショウガ

ショゥジョゥバヵマ

ショウプ

ショカッサイ

シラカシ

シラカンバ

シラヤマギク

シラン

シロアカザ

ジロガヤツリ
ーラ両守
シロスミレ

シロダモ

シロノモフヲフア子

シロノ､ナセンタン

シロバナヲーフ謂司戸
シロバナマンジユシヤゲ

シロヤマブキ

ーワワ穴リ
ジャーマンアイリス

ーワャノヒゲ

昭一鯛－２’６丁一蝸一２両前一胴－２－６’６’４而一酩一２’４｜刀而丁一Ⅲ一価一》〈

a~『
ラ

~ジユウモフワジダ
ーワ三ヌグマ
ジョウロウホトトギス

〆ナヨ

スイセンノウ

ススキ

ヌヌ万万ﾌ年
ﾇﾇﾇｰｦﾏ戸
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’９’１鯛
Ｍ
Ｏ
Ｔ
邸

ｕ
Ｍ
邸

肥
Ａ
ｉ
邸

旧
Ｕ
邸

胴
玉
川
上
水

胴
大
蔵
省
グ
ラ
ン
ド

三
井
グ
ラ
ン
ド
南
側

三
井
グ
ラ
ン
ド
西
側

出
現
頻
庇
ゆ
く

種 名

|臘朏謄朏協雛情朏M瞭糾贈職購職粥滕勝胤騨
凹

霞
今lUl

層~腰
スズメノチヤヒキ

ーヌヌヌーフーデワ宗ラ
ーヌヌメノヒエ

ーズズヌフ〒~市
スズラン

’
’
二
二
一
二
一
二
一
二
二
一
一
一
一
一
二
二
’
’
’
二
二
一
一
一
一
一
丁
’
’
’
’
’
二
一
二
一
二
一
’
’
二
’
二
一
工
二
二
二
一
二
二
次

一
一
丁
一
一
一
一
二
一
一
二
二
一
二
一
一
二
一
二
４
二
一
二
４
’
’
二
一
一
一
４
’
二
工
一
二
一
一
二
一
４
二
一
４
二
一
一
４
’
’
’
’
’
二
一
二
一
一

■
■
■
固
■
■
■
■
■
画
■
■
血
■
■
■
■
■
四
画
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
皿
■
■
■
■
■
■
皿
■
■
■
四
■
■
■
■
■
■
■
■
皿
■
■
図
■
■
■
画
■
■
■
■
■
■
皿
■
■
■
■
’

二
二
ｌ
工
一
工
’
一
二
二
一
一
一
工
二
二
一
一
’
二
二
’
’
’
二
一
二
一
一
二
一
一
工
一
’
’
’
’
二
一
丁
二
一
’
二
二
２
’
’
二
二
二
二
二

一
４
’
二
４
’
’
’
二
４
’
４
’
二
４
二
一
一
二
４
’
’
’
’
’
二
４
二
二
一
２
’
４
二
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
’
二
’
二
一
二
二
４
二
丁
二
二
４
二
二
二
二
二
二

■
【
】
■
■
■
Ｑ
■
■
ロ
ロ
■
■
。
■
■
■
■
■
Ｑ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ロ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｑ
■
■
Ｑ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
一

二
工
一
二
一
丁
’
’
’
二
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｔ
’
’
二
一
一
一
’
’
二
一
丁
’
’
二
一
二
一
一
二
二
二
一
’
一
二
丁
一
一
丁
二
一
工
一
二
一
二
二
二
一

二
一
４
’
二
一
二
４
二
一
４
二
二
一
丁
二
二
二
一
４
二
一
一
二
一
二
一
一
一
二
二
一
二
二
４
一
二
４
’
４
二
一
４
二
一
丁
二
一
一
一
二
二
一
二

■
■
■
■
■
ロ
■
■
■
Ｑ
■
■
■
■
■
■
■
■
【
】
■
■
■
■
■
■
ロ
■
■
■
■
ロ
■
■
Ｑ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｑ
■
■
■
■
■
■
。
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
｜

｜
Ｔ
工
一
二
一
工
二
二
二
一
二
一
三
二
二
’
’
二
一
一
ニ
エ
ニ
ー
土
二
工
二
二
二
一
一
十
二
Ｔ
工
一
丁
二
二
一
一
一
二
一
’
二

二
４
－
４
二
二
二
４
二
二
４
’
’
二
二
一
一
一
一
一
一
４
二
二
二
二
４
’
二
一
４
’
二
工
二
二
一
一
一
一
４
二
丁
－
４
一
一
丁
一
二
二
二
二
一
３
二

■
■
■
Ｑ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ｇ
■
■
■
■
国
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
。
■
■
■
【
】
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
【
】
■
■
■
■
■
■
【
】
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
’

臼1

スノードロッブ

スノーフレーク

スペリヒユ

スミ B4

スミレサイシン

スモモ

41＋

セィバンモロコシ

~モラ7ヨウカララア

セイヨウタンボボ

セイヨウトチノキ

セイヨウフウチョiﾗｰﾜｰヲﾞ

セIノ

セリパオウレン

セリ科sp．
~モフグン

セントウソウ

ーモフチT〕末牙貢手
センニンソウ

411

ゼニ

壱三六ザマーワフ
ゼンマイ

ワアー
G41＋|田41＋11411

器ソテツ

ソバナ

ソメイヨシノ

ーワ百一
タイサンポク
ーラマ一Fヨア

淵二隙
ミンタチノ

缶
一》蚕一壷

、
四
圃
四
皿
麺
即
皿
亜
囮
四
囲
瑚
囮
四
ｍ
ｍ
圃
皿
皿
四
ｍ
四
画
皿
四
四
四
四
囮
皿
皿
四
回
四
四
四
四
囮
囮
四
麺
皿
四
四
四
四
四
四
四
週
皿
皿
麹
血
皿
四
通
四
ｍ
即
皿
囚
印
四
四
圃
囿
型
←

２一辺６立創一坐２’２雨亙６’４亜坐６’２’２’６重２ｌ６－２ｌ２ｌ９ｌ創互２工２｜巫竺０工脇－４’４工胡亟川’４豆２－畑－４’２｜鋤工９’０｜別工

30

-U
41＋

■■■■■CE■■■■ロﾛ■辰
夕

タチアオイ

胴一泥－２’２’２而工２ｌ２ｌ０ｌ２ヱ㈹ｌ４ｌ６ｌ６ｌ４｜《

夕

~ﾀ子ワ訳ﾇｰﾐｰ戸

タチテンモフFTﾗ
ｰﾀ子Fヨロ
ーダ孑六子宅~F-

ヤクシン

タツナミソウ

ニウツ

タネワ万穴子
タビラコ

ーヲヲフー
ーダマテヲザ者
~ダママヲー

[
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Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
邸

Ⅱ
Ｍ
邸

淵
Ｉ
ｇ
邸
雨
睦
旦

胴
玉
川
上
水

『
棡
回

繍蠕
胴
大
蔵
省
グ
ラ
ン
ド

胴
大
蔵
省
グ
ラ
ン
ド

Ⅳ
浴
風
園

Ⅳ
浴
風
園

鹿
ｌ
出
ｌ
Ｌ
限
ｌ
馳
Ｉ
臆
Ｉ
職
１

Ｗ三弱閉自国園凹醐刷■雨師

雌
冒
聞
燕
心
脚
色
園
■
■
■
■
■
■
醗
幽
璽

旧三井グランド南側訶醗
旧
三
井
グ
ラ
ン
ド
南
側

Ｗ
三
井
グ
ラ
ン
ド
西
側

肥
Ａ
ｉ
邸

蝿
Ｕ
邸

出
現
頻
度
鋤
く

種 名

詣陽鵬農騰農：
今回

瓠索

闘鍜‐一一一一一一》

６
’
４
丁
ヱ
別
而
ヱ
２
万
亜
開
互
６
’
６
丁
而
丁
両
面
届
雨
両
両
両
両
両
両
匝
哩
哩
哩
哩
哩
２
’
０
－
酩
一
沌
一
鮎
画
四
図
画
画
四
四
四
四
四
四
四
ｍ
囮
皿
函
四
四
四
四
画
四
四
ｍ
四
四
画
四
四
四
唖

’
二
一
一
二
二
一
一
ｌ
工
一
一
丁
二
工
一
二
二
一
一
一
一
二
‐
’
二
‐
‐
二
丁
工
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ
」
」
’
一
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」
」
ｌ
こ
」
」
」
１
匹
Ｉ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
序
偏

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
四
四
■
■
■
四
■
■
四
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
四
四
■
■
四
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
四
■
■
■
■
■
■
■
■
■
四
■
■
■
■
四
■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
ｃ
ｃ
■
■
ｇ
■
Ｑ
■
Ｇ
■
■
Ｑ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
【
】
■
■
ロ
■
■
■
■
■
■
■
ｃ
■
■
■
■
Ｑ
■
■
■
■
■
■
■
■
ｇ
■
■
■
■
【
】
■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
ｃ
■
ｇ
■
■
■
■
■
ｇ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ｃ
ｃ
■
■
ロ
■
■
■
■
■
■
■
ｃ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

’
二
一
二
一
一
二
ｌ
工
一
一
工
丁
一
一
１
丁
一
二
丁
’
’
三
丁
二
一
一
一
一
一
工
１
丁
｜
工
二
二
二
二
二
工
二
二
二
二
二
一
ｌ
二
言
型
川

手

詞諮》一一一一一一一州一一一一帰一壷”壼尋
一一一怪》一宗》秘一一一峠娼一再

テッセン

テッボウユリ

テリハノイパヲ

3〒R=W■一壱壱一一吐一》一一
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｜
出
現
頻
度
⑪
亟
４
－
２
立
９
｜
蛇
工
２
了
工
６
工
２
－
４
了
亙
畑
亙
２
’
９
五
４
－
犯
亙
４
’
４
瓦
４
－
Ⅷ
－
９
工
別
－
６
ｌ
９
ｌ
ｕ
－
４
ヱ
創
了
工
４
雨
亟
肥
了
工
蝸
－
２
ｌ
６
ｌ
４
工
２
’
９
亟
朋
一
旧
－
６
｜
那
一
２
丁
ヱ
湖
布
了
而
荷
ヱ
４
－
佃
一

唾■’一三三三三三一二一一一堅一■一三仙酔平一川一川症一
雌
皀
囿
濡
魚
色
園
■
■
■
■
悪
幽
旦
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
三
一
二
一
●
一
二
一
一
一
一
一
一
二
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
二
一
一
一
一
一
参
一
■
一
一
ロ
ー
ｃ
■
■
｜
■
一
ｌ
ｌ
ｃ
ｌ

予浴風園
畷三三一唖二一一一雨空面三一三帥一一一一一■’’三二ヱー皿三三一面。｜仙語誤’’’１Ｆ

三州一一一Ｅ剛三玉一一一一一・’一一・二’’’’１｜’｜‐一十一丁一丁｜
’
｜
｜
’
｜
’
’
二
二
４
二
－
３
’
４
｜
丁
二
丁

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
●
’
｜
｜
ロ
ー
【
】
｜
■
■
Ｑ

一志玉川上水

隅一二三一
一Ｆ’一一一一鞆一一一一三二型一一一一一二一一・｜■｜｜胖一仙一一三一一一二写一二一峠醒】ｌ→‐’一判一

一万Ｕ邸
一
一
十
一
一
十
一
一
十
一
ｌ
｜
｜
｜
＋
｜
＋
’
’
’
’
’
’
’
’
十
’
’
一
‐
｜
ｌ
’
’
１
｜
｜
＋
＋
’
’
’
’
’
’
一
一
一
一
一
２

綴’二’三：’’’’’’’４｜｜‐｜｜｜・亜一■｜■｜ｌ即－２｜｜‐｜｜‐皿一一‐｜｜｜：｜｜｜｜｜甑一山■一Ｉ圏
誌Ａｉ邸
’

二
丁
｜
＋
’
１

丁Ｍ邸
一
一
３
４
二
４
｜
丁
二
二
丁
４
２

瞬一回川口剛一口匹一’’’’’’一一鯆一こい｜工三一一一二一一一一剛一一一十一＊｜｜＋｜｜＋
●
｜
｜
｜
ｉ
｜
・
「
１
１
■
■
■
■
■
１
１
■
■
■
「
ｌ
Ｑ
－
ｌ
－
ｌ
■
ｌ
ｐ
一
一

一
一
一
三
２
’
’
’
’
’
二
一
一
二
２
｜
’
二
一
一
一
一
一
十
一
一
一
二
一
一
一
一
二
■
｜
｜
’
’
’
’
’
’
三
二
一
一
丁
一
一
ｌ

瞬干‐雨三三一一一二四一一二一一一一一二一一４’三一一一三一三一一一一一三一■’’二一一一一ユーＭＩｌＩ鄙
玩ＭＯＴ邸

志大儀省グ｜フンド澱一一一一■｜｜｜｜
鳩
大
蔵
省
グ
ラ
ン
ド

狐
Ｍ
Ｏ
Ｔ
邸

皿
Ｍ
邸

燗
Ｕ
邸

ｉ
９
Ｉ
Ⅱ
ｌ
畦
一
三
菅
一
菫
旦
亟
一
蓋
。
宝
一
汗
砦
二
面
一
回
乖
醐
三
一
票
焉
‐
‐
訂
蒋
幣

肋
玉
川
上
水

志三井グランド南側綴山ｒｌｌｌＥ一万一一一一一一一坐‐蒜逼二二三茜
三
井
グ
ラ
ン
ド
南
側

岼鯲仙肌肺苓川一式三一’妻‐菫‐歪室｜ヰ至胸三’２霊‐菫釜鰯丑墓，玉玉Ｍ｜蝋珊一一淵一
出
現
頻
度
ゆ
く

種 名

､クサ

シニセアカシア

１
司
司
１
１
う
「

~Fｱﾐｰﾌ年ヲ茅フヨマヲーフ

『、、

､夕シバ

弓子ﾌ手
ﾐｰ束リコ碑一吋一一一一

一一一一》一読一
シキシキバガナ

ナズナ

ナツスイセン》一一》
ナラカシワ》一一一一
ンバンノ、コベ

ニオイスミレ

し

~ニガ

零
元

一一

’一 一一言

ニワウメ

ニワウルシ

二 一ピーーギ
毒率舜舜一蕪

ヌルデ
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Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
邸

Ⅱ
Ｍ
邸

出
Ａ
ｉ
邸

Ⅲ
Ｕ
邸

恥
玉
川
上
水

鵬
大
蔵
省
グ
ラ
ン
ド

陰
…

岨
三
井
グ
ラ
ン
ド
南
側

出
現
頻
度
肋
く

極 名

■
■
四
回
四
国
皿
四
画
四
画
四
回
図
画
図
画
画
皿
画
図
画
四
画
四
四
四
ｍ
四
画
画
図
四
国
四
回
国
四
画
四
四
図
画
図
画
画
四
画
画
皿
画
四
画
四
四
四
四
四
四
四
四
四
四
四
画
四
四
四
四
四
四

洞
■
皿
皿
四
四
四
画
麺
晒
皿
皿
血
麺
四
四
四
画
廻
四
皿
圃
皿
四
四
四
咽
圃
皿
廻
皿
麺
咽
四
回
四
画
皿
四
四
四
麺
皿
皿
四
画
四
回
四
四
四
回
皿
皿
図
皿
圃
皿
皿
皿
皿
囮
四
画
四
四
皿
皿
四
四
四

一函唖唖ｍ、叩皿叩頭唖叩頭車唖叩配車函皿皿叩配車配車叩叩叩叩唖甲皿車叩叩印四四ｍｍ唖唖、叩叩配車四頭唾、四四四ｍｍ皿餉配車配車、亜叩頭四ｍｍ中車
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資料2－3高等植物の地点別出現状況（地点20～29)

注1）前回：前回調査昭和60．61年度（1985～86年）

今回：今回調査平成2．3年度(1990～91年）

層：階層

被：被度

注2）総出現地点数および出現頻度は，今回調査の結果である。

注3）なお，この表は現地調査票に基づいて作成したものである。
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